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日本女性にみる武道文化の伝承と生涯学習について
A study of the transmission of Budo culture and Lifelong study from 

the viewpoint of Japanese women 

福田　啓子 *
Keiko Fukuda

永松　女性のスポーツ。武道ということなんで
すけども、福田先生、よろしくお願い致します。

福田　先生方、初めまして、福田啓子と申しま
す。先ほどの高橋先生のお話をお伺いしている
うちに、私も長くなぎなたをやってきた理由を
考える過程で、なぎなたの歴史研究に取り組み
ました。大学進学を父親に願いましたら、剣道
を嗜んでいた父親は「なぎなたをしなさい」と
言い、それが条件で奈良女子大学の入学を許可
されました。この年齢ですから、四国から遠路
はるばるやってきて、文学部の歴史に入学した
のですけれど、父の条件であるなぎなたは入学
以来ずっと続けました。それから大学院を卒業
し、結婚後も、ずっと家庭を顧みず、子育てを
しつつなぎなたを続けていたんですけれど、50
歳代になったときにふと、なぜ自分は奈良女子
大に入学してなぎなたを続けてきたんだろう。
父は何を言いたかったんだろう、長く続けてい
くってどういうことだろう。まさに、お題を頂
いた、スポーツジェロントロジーという立場か
ら自分のなぎなたをふり返って研究をした次第
です。
　なぎなたというと、野球やスイミングと比べ
て非常にマイナーですので、ご存じのない先生
方も多くいらっしゃると思います。少しだけ紹
介をさせていただきます。これはなぎなたの用
具です（図 1）。これは、650 ～ 850 グラムの重

さです。現在、使っているなぎなたで竹の2枚刃、
剣道の竹刀から工夫して作られたものです。戦
後使用しているなぎなたは、非力な女子に合わ
せて作られました。これは防具というのですが、
なぎなたの操作方法はバリエーションが多く、
長物ですので形（かた）をたくさんします。試
合もするのですが、防具は小手に指がありすね
当てを装着するという特徴がございます。

　これは、全国に 13本あり、届け出のある真
剣のなぎなたです。奈良国立博物館に談山神社
が所有するところの真剣のなぎなたで、実際持
ってみますと非常に重くて、私も持つことが大
変でした。3キロ以上あるかと思われます。
　鎌倉時代にはたくさんのなぎなたが作られて
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美田村千代氏という天道流の宗家方が女子でな
ぎなたで活躍されていたことから、女子の体操
になぎなたが実現した次第です（図4）。

おりました。全て真剣の素晴らしいなぎなたで、
戦国時代、南北朝時代までは合戦用で、主戦兵
器として使われました。鉄砲が伝来して、槍が
使われるようになるとなぎなたは廃れていきま
す。その後は、僧兵とか女子が、防御の武器と
して使うようになりました。今回のスポーツジ
ェロントロジーの視点から、4項目で書いてみ
ました（図 2）。これが明治の初期ですね。直心
影流の宗家 園部英雄氏で女性です。93歳です。
91歳のときにテレビに出られて、真剣のなぎな
たを持たれています。この方は子どものときに
故郷の宮城県に撃剣興行が巡業してきました。
それに憧れて、親の反対を押し切って全国を巡
業して、そしてなぎなたの指導者に就いた、ま
さに本当に 93歳で亡くなるまで一生なぎなた
をし続けられた偉大な先駆者です（図 3）。
　何百年もの歴史を持ったなぎなたが、なぜ今
女子が多いのか。公式に武道は 9種目あるので
すが、なぎなただけが女子が多く 90パーセン
トぐらい女子がやってます。それの基になった
のは、日清、日露戦争が終わった後、明治後半
期ですけども、日清戦争を勝利をして、日本が
武術を見直したということで、剣術は男子にと
いうことになると、女子はどうしたものかとい
うことで、先ほどの園部秀雄氏とか、それから
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げてるんですが、なぎなたもここに入っていま
す。弓道、なぎなたやバスケット、スキーなどが、
女子にふさわしいと見なされております。（図7）

　これが前身の奈良女子高等師範学校なのです
が、東京にすでに設置されていたお茶の水高等
師範学校と女子高等師範学校が日本に二校あり
ましたが、お茶の水はダンスが体操の重要種目
になっていました。ところが奈良女子高等師範
学校は、教師になるならということで、校長が
剣道をやっておりましたので、女子になぎなた
をさせようということになりました。朝早く、
授業に差しつかえないように放課後とか、それ
でも 1年生、2年生は必修としてなぎなたをや
りました。この教育方針は、明治 44年に学校
が設立されてその 1年後にすぐ立ち上げており
ますので、女子は良妻賢母の教育をなぎなたで
行うというので実施されました（図 5）。
　この明治初期に奈良女子高等師範学校、それ
から同志社で三田村千代の父美田村顕教という
先生が剣道部で。そして園部秀雄先生が東京に
ある成蹊女学校、実践高等女学校で大正期に非
常に盛んになってまいります。今行われている
ような基本、形や試合いろんな段階の教習法が、
学校で一切教えるものですから。武道は大体個
別で、道場で教えるという形だったんですが。
学校という場で集団、一斉指導というのが取り
入れられております（図 6）。
　昭和になってまいりますと戦争期に入りまし
て、昭和の 10年代のときには、非常に取り上
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和 34年に高等学校の特別課外クラブとして行
うことが認められます（図9）。
　新しいなぎなたの特徴で、一番違うところは
戦前は太刀対なぎなたで、異種の武器に対して
の使うなぎなたでありました。なぎなたが長い
ので、なぎなたを真っ二つに折られたり、蹴ら
れたりしますと、短刀、懐剣で戦っておりまし
たけれども、戦後ですね、なぎなた対なぎなた
ということで、これがスポーツ化したといわれ
ている所以です（図 10）。国体は私が選手とし
て出場しました。その頃は選手生活ばかりやっ
てて、優勝に加わったのですが。なぎなたは昭

　図 8は京都の榊田八重子氏です。榊田氏は、
流派ごとになぎなたを教えるのは、学校教材と
して教えにくいということで、全国を回って実
態調査をしまして、統一形を作成しました。こ
れ、剣道に合わせてということですけど。もち
ろん柔道は加納治五郎先生が居られて、非常に
一番先頭で武術の中では新しい教育がされてい
たのですが。戦後、GHQの勧告により武道教育
が廃止され、昭和 30年にやっと全日本なぎな
た連盟が発足します。これまで、なぎなたは剣
道組織の一部として所属しておりましたけれど
も、初めて独立します。そして、なぎなたは昭

( )

2003
1960

図 10

図 8

5 4

( )

12 23

図 9



－ 77 －

大阪体育学研究　第 53 巻

　これがエイジングですね。平成 10年から開
始された大会です。当時、40歳代から 80歳代
まで、80歳代の試合を私たち 40歳代が、審判
させて頂いて本当に感動した覚えがあります。
80代の方が、これはちょっと40代、50代の方。
40歳以上の方を出そうということで、40代、50
代、60 代、70 代、80 代の試合をしました。大
変楽しかったのですけど、国体など競技主流と
なり、高齢者の方に参加者が少なくなって閉会
となりました。今回、先生方のご講演を拝聴し
この大会をもう一度やらなければならないとい
うふうに考えております。3年前に大会がなく
なりました（図14）。
　それから 2011 年に姫路の武道館で世界 11カ
国の国が参加され、世界大会開催されました（図
15）。ここで世界各国が旗を持ちまして（左上写

和59年よりあかぎ国体から参加となります（図
11）。
　もう一つなぎなたには、剣道と違って試合だ
けではありませんので、そういう形とか操作を
教材として、リズムなぎなたというのをしてま
すね。音楽に合わせてなぎなたの技を皆さんに
披露するということが行われています。これは
教育の場とか、なぎなたの技をみんなに見せて、
楽しく仲間で行うという動作です。私が授業を
務める大学の授業ですが、リズムなぎなたは生
徒に好評です。仲間作りとか、勝ち負けだけを
決めないという、新しい動きだと思います（図
12）。これは、大阪の矢野恒先生の指導のもと大
阪体育大学なぎなた部が神戸のユニバーシアー
ドで実演された様子です（図 13）。
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実、仲間との交流、これをもう少し立ち上げて
いき、マスターズスポーツは、技の上達、称号・
段への挑戦、それから競技では、具体的に勝ち
負けとか、世界選手権の中で勝ちたいとか。こ
うなってくると、先ほどのエンジョイ大会の人
たちではなく、やはり 20代、大学を卒業した
すぐの人たちとや高校生を主眼に置いてしま
い、どうしても 40代、50代、60代の方たちに
光をあてて、もう少し生涯を通して楽しいなぎ
なたをしていかねばならないという思いが今回
致しました。本当に高橋先生とか、お話をお聞
きして深く反省しております。
永松　どうもありがとうございました。時間が
押しておりまして 15分ということでお話をし
ていただきたいということを再三お弁当食べな
がら言いましたので、皆さん時間を厳守してい
ただきまして、ありがとうございました。
 

真）。右上写真が演技競技ですね。指定された 3
本の形を、旗形式で 5人の審判が判定します。
赤と白の旗を上げて勝敗を決める競技になりま
す。これは試合競技と言ってますが、3分間 3
本勝負です（右下写真）。これはリズムなぎな
たです（左下写真）。　これは、関西学生なぎ
なた新人戦大会です。マイナーな競技ですが、
学生生活を有意義に、身体を鍛え、心を磨こう
と、大学の競技としてOGと学生さんが協力し
て開催しています（図 16）。
　最後に、今回のテーマについてまとめますと
（図 17）、ヘルススポーツは、健康増進、体力向
上です。私ももう 60代を過ぎてるんですけど
大きな病気はしたことないです。お産で病院行
っただけです。そして寒稽古も裸足でやってお
ります。大学の授業でなぎなたを教えておりま
して、5講座ありますから約 140 人の学生に、
教えています。レジャースポーツは、余暇の充
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